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「飛鳥・藤原」
詳しくは4・5ページへ！

　

奈
良
県
に
は
建
造
物
や
遺
跡
な
ど
多
く
の
文
化
遺
産
が
残
さ
れ
て
お
り
、

県
内
で
は
こ
れ
ま
で
に
３
件
の
世
界
遺
産
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て

現
在
、４
件
目
の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

1
９
７
２
年
、世
界
の
貴
重
な
文
化
遺
産
や
自
然
遺
産
を
保
護
し
、将
来

へ
伝
え
て
い
く
た
め
に
世
界
遺
産
条
約
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
世
界
遺
産
」
と
は
、ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
条
約
に
基
づ
い
て
「
世
界
遺

産
リ
ス
ト
」に
記
載
さ
れ
て
い
る
、人
類
の
歴
史
が
生
み
出
し
た
文
化
遺
産
、

地
球
の
生
成
や
動
植
物
の
進
化
を
示
す
自
然
遺
産
な
ど
の
資
産
の
こ
と
で

す
。国
家
や
民
族
、宗
教
な
ど
の
枠
組
み
を
超
え
、人
類
全
体
で
過
去
か
ら

受
け
継
い
で
き
た
も
の
を
破
壊
や
損
傷
か
ら
保
護
・
保
全
し
、未
来
に
引
き

継
ぐ
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

日
本
で
は
現
在
、文
化
遺
産
が
２０
件
、自
然
遺
産
が
５
件
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。 世

界
遺
産
の
制
度
と
は
？

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
に
は

　
「
世
界
遺
産
リ
ス
ト
」に
記
載
さ
れ
る
た
め
に
は
、人
類
全
体
に
と
っ
て
現

代
だ
け
で
な
く
未
来
の
世
代
に
と
っ
て
も
共
感
・
共
有
で
き
る
傑
出
し
た
価

値
（
顕
著
な
普
遍
的
価
値
）
が
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
、そ
れ
を
証
明
す
る
要

素
や
範
囲
が
過
不
足
な
く
揃
っ
て
い
る
こ
と
（
完
全
性
）
、資
産
の
文
化
的

価
値
が
真
実
か
つ
信
用
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と（
真
実
性
）
、そ
し
て
資

産
を
守
り
伝
え
る
た
め
の
法
令
や
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と
（
保
存
管
理
計

画
）
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
あ
り
、こ
れ
ら
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
委
員
会
で
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

奈
良
県
の
世
界
遺
産

特集

　1993年に日本で初めて「世界遺産リスト」に
記載されました。法隆寺の47棟と、法起寺の1
棟の計48棟の木造建造物で構成されます。西
院の金堂や五重塔など、現存する世界最古と
される8世紀以前の11棟の建物がよく知られて
います。その他にも1300年に及ぶさまざまな
時代の建物が数多くあり、日本独特の仏教建
築の発展を知ることができます。
　また、6世紀半ばに日本に伝来した仏教を広
く普及させようとした聖徳太子の活動と、その
後の太子に対する信仰が、今も受け継がれて
いることも高く評価されました。

今年、
　 登録30周年！

法隆寺西院伽藍（法隆寺提供）

法隆寺東院夢殿（法隆寺提供）法起寺三重塔（法隆寺提供）

法隆寺地域の仏教建造物
ほう  りゅう　 じ　   ち　 いき ぶっ  きょう　けん　ぞう　ぶつ

1993年には、ほかに姫路城、
白神山地、屋久島が「世界遺
産リスト」に記載されました。

2県民だより奈良 2023年11月号



710年794年1185年現代

奈良時代平安時代

奈良県の世界遺産特集

　奈良県、三重県、和歌山県の三県で推薦
書を提出し、2004年に「世界遺産リスト」に
記載されました。吉野・大峯､熊野三山､高野
山の霊場と、それらを結ぶ参詣道で構成され
ます。県内には修験道の道場である寺社、山

岳修行の場である｢大峯奥駈道｣、高野と熊

野を結ぶ｢熊野参詣道小辺路｣があります。
　標高1,000ｍ以上の険しい山々に連なる修
行の道と行場だけでなく、紀伊山地で成立し
た独特な信仰と、自然環境の共存が、日本で
初めて文化的景観として認められました。

おく がけ みち

こ　 へ　ち

来年、
　 登録20周年！

大峰山寺本堂（大峰山寺提供）

大峯奥駈道 熊野参詣道小辺路、十津川村果無集落

紀伊山地の霊場と参詣道
き　 い　さん  ち れい じょう さん  けい  みち

文化的景観とは、自然
と人間の営みが長い時
間をかけて形成した景
観のことです。

今年、
　 登録25周年！

興福寺（興福寺提供）東大寺（東大寺提供）

元興寺（元興寺提供） 薬師寺 薬師寺、奈良県ビジターズ
ビューロー提供（ ）

春日大社
（桑原英文撮影。春日大社提供）

平城宮跡復原朱雀門（文化庁提供）唐招提寺（唐招提寺提供）

古都奈良の文化財
こ　  と　 な　ら ぶん　か　ざい

　1998年に「世界遺産リスト」に記載されまし
た。奈良時代の日本の首都・平城京の中枢部で
あった平城宮跡、東大寺・興福寺・元興寺・薬師
寺・唐招提寺の仏教寺院と春日大社、その神域
として守られた春日山原始林で構成されます。
　古代東アジアとの文化交流によって花開いた

寺社の建造物や、伽藍配置が当時のままの姿を
残しています。
　さらに、構成資産の寺社で現代も受け継がれ
ている宗教儀礼や伝統行事が、奈良の人びとに
季節の風物詩として根付いていることも、世界
遺産の価値として評価されています。
　

が  らん
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飛
鳥
・
藤
原  

の
宮
都
と
そ
の
関
連
資
産
群
を
世
界
遺
産
に
！

奈良県の世界遺産 特集

酒船石遺跡
さか ふね いし

飛鳥京跡苑池
あすか　きょう あと  えん　ち

飛鳥水落遺跡
あすか　みず おち

宮殿・官衙跡（８資産）

大和三山（左から香具山・畝傍山・耳成山）
やまと　さん　ざん　　　　　　  　  か    ぐ　　 　 　うね   び　     　　みみ  なし

藤原宮跡・藤原京朱雀大路跡
ふじ わら きゅう　  　　ふじ わら きょう  す　ざく  おお   じ

飛鳥宮跡
あすか　きゅう

桜井市

橿原市

明日香村

「飛鳥」の地から目指して
いた国づくりが「藤原」の
地で完成し、「日本」の始
まりとして国が形づくられ
ていきました。藤原の宮都

飛鳥の宮都

　

「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
と
そ
の
関
連
資
産
群
」（
以
下

「
飛
鳥
・
藤
原
」
）
は
2
0
0
7
年
に
「
世
界
遺
産
暫
定
リ

ス
ト
」
に
記
載
さ
れ
、県
内
で
４
件
目
の
世
界
文
化
遺
産

と
し
て
2
0
2
6
年
の
登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
飛
鳥
・
藤
原
」
は
６
世
紀
末
か
ら
8
世
紀
初
頭
に
か
け

て
、中
国
・
朝
鮮
半
島
と
の
交
流
に
よ
り
取
り
入
れ
ら
れ
た

最
新
の
建
築
・
土
木
技
術
や
律
令
（
法
律
）
な
ど
の
知
識
に

基
づ
い
て
、中
央
集
権
体
制
を
採
用
し
た
国
づ
く
り
が
行

わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。ま
た
、「
飛
鳥
・
藤
原
」
の

宮
殿
・
官
衙
（
役
所
）
跡
、墳
墓
、仏
教
寺
院
跡
な
ど
、22
の

遺
跡
の
変
遷
に
よ
っ
て
、古
代
宮
都
の
形
成
を
示
す
こ
と

が
で
き
る
東
ア
ジ
ア
唯
一
の
証
拠
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
遺
跡
の
う
ち
、古
代
日
本
の
中
心
地
に
お
か

れ
た
飛
鳥
宮
跡
と
藤
原
宮
跡
の
2
つ
の
宮
殿
遺
跡
が
中

核
と
な
る
構
成
資
産
で
す
。藤
原
宮
跡
で
採
用
さ
れ
た
宮

殿
構
造
や
計
画
的
な
都
市
設
計
は
、そ
の
後
の
平
城
京
、

平
安
京
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

か
ん  

が

　「飛鳥・藤原」以前の宮殿は天皇の代
替わりごとに場所を変えていましたが、
飛鳥宮に遷ってからは同じ場所に宮殿
が定着するようになりました。発掘され
た建物の配置などから、天皇の住まい
と政治・儀式を行う場が一体となった宮
殿ということがわかります。
　飛鳥宮跡周辺には宮殿に付属する
庭園跡である飛鳥京跡苑池や、日本で
初めて造られた水時計台が設置された
飛鳥水落遺跡などがあります。
　いずれも中央集権体制の確立に向け
て積極的に外来の技術を取り入れつ
つ、従来の文化との融合を図ったこと
が示されています。

うつ

　大和三山に護られるように囲まれた
藤原宮跡は、古代中国の都市計画を模
範とした碁盤目状に区画された都城の
中央に位置しており、大極殿を中心に
官衙が立ち並ぶ、中央集権体制の確立
を表す遺跡です。
　飛鳥の宮都では官衙が宮殿外に分
散していましたが、藤原の地に都を遷
す際に宮殿内に集約されました。

まも
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奈良県の世界遺産特集

文化遺産の大切さを考える機会として、「時代と文化
の転換期ー活力の飛鳥から洗練の奈良へー」をテーマ
にセミナーを開催します。要申込。

4県世界遺産室　☎0742‐27‐2054　60742‐27‐0213

2令和６年１月１３日（土）13時～15時
1県橿原文化会館（橿原市）

「飛鳥・藤原」の世界遺産登録に向け、世界遺
産と地域のあり方や未来について考えることを
テーマとした講演会を開催します。要申込。

2令和６年１月２０日（土）13時～16時
1橿原市立かしはら万葉ホール（橿原市）

今後のイベント

牽牛子塚古墳
けん   ご　 し　づか

天武・持統天皇陵古墳
てん　む     　じ　とう  てん  のう りょう

菖蒲池古墳

 

しょう   ぶ　いけ

墳墓（7資産）

寺院跡（7資産）
　日本初の本格的な伽藍を備えた寺院であ
る飛鳥寺は、仏教の伝来とともに国づくり
の基礎となる最新の建築・土木技術や知識
を取り入れたことを示しています。その後
も、有力氏族による寺院造営が推し進めら
れ、山田寺、橘寺、檜隈寺などの氏寺が建
てられました。
　飛鳥から藤原へと宮殿が遷る頃には、国家
鎮護のために藤原京の都市設計に組み込ま
れた大官大寺や本薬師寺などの国家寺院が
建てられました。

～奈良県の文化資産の価値を感じてみませんか？～

ACCU奈良 文化遺産セミナー2023 「飛鳥・藤原」奈良講演会

石舞台古墳

 

いし　ぶ　たい

川原寺跡
かわら　でら

檜隈寺跡
ひの くま  でら

飛鳥寺跡

 

あすか　 でら　　

橘寺跡（橘寺境内）

 

たちばな  でら

たか まつ づかなか  お　やま

山田寺跡

 

やま  だ　でら

本薬師寺跡

 

もと  やく    し 　じ

大官大寺跡

 

だい かん だい　じ

詳しくは後日HP
にて掲載します。▶

　有力者の墳墓は、「飛鳥・藤原」以前の前
方後円墳から方墳へと形状が変化し、さらに
中央集権体制の整備にともない天皇の権威
を示す八角墳が創り出されました。
　皇族や貴族の墳墓では、石室内に描かれ
た四神や十二支像の壁画で有名なキトラ古
墳や、女子群像や星宿図の壁画で知られる
高松塚古墳などの円墳が見られます。やがて
火葬の導入が進み、墳墓は終焉を迎えます。

せいしゅく

しゅうえん

キトラ古墳

 

高松塚古墳

 

中尾山古墳

 

4（公財）ユネスコ・アジア文化センター
文化遺産保護協力事務所（ACCU奈良）
☎0743‐69‐5010

世界遺産室 検索

4世界遺産「飛鳥・藤原」登録推進
協議会事務局（県世界遺産室　 内）
☎0742‐27‐2054　
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